
京都府医師会報告事項

令和3年度「女性医師支援・ドクターバンク連携
近畿ブロック会議」

令和3年11月27日（土）



①ドクターバンクの状況

京都府医師会ドクターバンクでは、医師
（常勤・非常勤）の紹介および診療所継承や
閉院した医療機関の物件紹介をホームページ
や会報誌（京都医報）を用いて、発信してい
る。状況は以下に記載の通り。

年度 掲載数 求職者問い合せ マッチング
平成30年度 66，物件1 0 0

令和元年度 77，物件5 4 0

令和２年度 71，物件6 6 2

令和３年度（10月末現在） 72，物件9 1 1



②復職・再研修支援体制
女性医師のみならず全ての医師が継続し

てキャリアを形成するためには、より働き
やすい環境整備が必要であり、諸課題を検
討するため、平成28年8月に新たな常任委
員会として「医師のワークライフバランス
委員会」を設置。
医師のワークライフバランス支援として、

ホームページを開設。府内病院を対象に勤
務医数等の基本情報から、院内保育所の設
置やワークシェアリングの有無など全50
項目にわたるアンケートの結果などを掲載
している。



年度 新規登録者数 利用回数
平成30年度 10 3

令和元年度 8 19

令和２年度 30 56

令和３年度
（10月末現在）

34 62

③キャリアアップ支援体制
子育て世代の医師が直面する問題

について、少しでも働きやすい環境
を整えるべく、平成30年度よりベ
ビーシッター派遣のコーディネート
業務を開始。令和元年度には、本会
館内に「子育てサポートセンター」
を設置し、専属保育士による一時預
かりを行っている。最近はCOVID-19
による急な休園等での利用が増加し
ている。



• 子育て医師の会
子育て世代の医師を対象に、

子育てとキャリア形成をテーマに
昨年初開催。
講演の他、お悩み相談会を行い

参加者の抱える様々な問題を考え
るなど、充実した内容であった。

・その他、医学生・研修医をサポートする会、臨床研修屋根瓦塾KYOTO、
研修医ワークショップ in KYOTO、アドリブ症例検討会など、男女を問わず、
若手医師を支援する研修会を開催している。
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